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　白沢村は、昭和３０年４月３０日に旧和木沢村・旧白岩村が合併して誕生し、以来
５１年の歴史を刻んでまいりましたが、新たな時代に対応する地方自治確立に向け
て、来年、平成１９年１月１日本宮町と合併し、本宮市として生まれ変わるため、
本村の歴史に幕を閉じることになり、感無量のものがあります。
　顧みますれば、合併後は風習・習慣、そして歴史・文化など、意見の相違は
多々ございましたが、諸先輩各位のご努力と幾多の困難を乗り越えて、今の素晴
らしい白沢村があるものと理解いたしておるところです。
　白沢村誕生後まもなく村の基幹産業であります農業に、曲がり角がおとずれ、
以来、全村挙げて基盤整備事業計画を樹立、農業の近代化、機械化、省力化の取
り組みを行いましたが、結果は、出稼ぎや若者の都市流出が進み、昭和５５年には
過疎地域の指定を受け、昭和６０年には県内で一番住みにくい村との報道がされま
した。
　その後、村民一丸となって道路や水道事業などの生活基盤の整備を進めると共
に、定住環境の整備のため住宅団地造成と販売、工業団地の整備と企業誘致の取
り組みを行い、人口の増加と雇用の場の確保・住民所得向上を図ったため、過疎
地域からの脱却を見ることができました事は、諸先輩の方々はもちろん、歴代村
長の方々、議員の皆さん、職員の皆さん、特にそれを今も受け継ぎ、ご理解とご
協力をいただきました村民の方々の、ご尽力の賜物であると心より感謝しておる
ところであります。
　しかし、近年の社会・経済情勢の変化は本村にとっても大きな影響を受け、特
に地方自治体を取り巻く環境は、年々厳しい状況となっておりますことは憂慮す
べきことと思います。
　国は、地方は地方の責任でと、地方の裁量は大きなものとなりました。
　今後、住民のニーズは大きく高まることが予想され、これらに応えられる夢
と、希望が持てる住民福祉の向上・地域の発展を図るため、この度の合併は、白
沢村・本宮町の新設対等で協議を重ね、本村の農業・商業・工業をはじめ伝統文
化など、新しい時代にふさわしい郷土白沢の更なる発展の願いを込めて、合意す
るに至った次第であります。
　半世紀の間、親しんだ村がなくなることは、もちろん寂しさもあります。しか
し、何よりも合併を新しいまちづくりの好機としてとらえ、新しい市の基本目標
である「水と緑と心が結びあう未来に輝くまち」のために、新しい歴史を力強く
作っていくことをお約束申し上げ、閉村のごあいさつといたします。

�＜最終号／２００６．１２＞

　白沢村は、昭和３０年４月３０日に和木沢村と白岩村の２村が合併し、以来幾多の
星霜を経て５１年の歳月が流れ、今、新たな時代に対応する地方自治の方向として
新生「本宮市」の誕生により白沢村の歴史に幕を閉じることとなりました。
　昭和３０年の合併当時の人口は１１，５９８人でしたが、出稼ぎや若者の都市流出等に
よる人口減から昭和５５年には８，５５４人まで減少し、人口減少と財政力指数の低下
により同年「過疎地域」の指定を受けました。
　また、一時期は「住みやすさワーストワン」という不名誉な報道がありました
が、議会議員の皆様方の 真摯 な取り組みをはじめ、村民一丸となった地域振興へ

しんし

向けての情熱が実を結び、およそ１０年の歳月をかけて過疎地域からの脱却を果た
し、現在の姿に復興することができました。
　この間、「住んでよかった、いつまでも住んでいたい」という村づくりを目標
に、自然の豊かさを活かし心の豊かさを求めまい進し、内外に誇れる村づくりに
向けて、保育所・幼稚園の一元化、義務教育・社会教育の拠点づくり、社会福祉
の充実、教育・スポーツ施設の設備などを進めてきました。
　さらに、上水道の全戸給水の早期実現、糠沢農免・平成大橋の完成、あだたら
ドリームライン・安達太良大橋の完成をはじめ、原点である農業基盤の確立のた
めの水田のほ場整備の完成、県営・団体かんがい排水事業の完成、豊かな自然・
安心安全の食農基盤確立の「福舞里」の郷づくり等、社会資本の整備と農業基盤
の整備に努めてきました。
　定住環境と雇用の場の確保では、住宅団地の造成による人口増を図り、工業団
地の造成とともに企業誘致を積極的に進め、雇用と所得向上対策の実現に向けて
の取り組みの結果、現在では、雇用数の伸び率、工業製造品出荷額の伸び率が県
下一位、製造品付加価値率が県下二位と着実に本村振興の核として実績を積み上
げていただきました。
　また、住民福祉活動における数多い取り組み、医療保険・介護の充実、さらに
は、地域活動の中心となる地域振興協議会等の自主活動など、９，３００村民の皆様の
ご協力とご尽力により村民一丸となった村づくりを実現し、平成８年から今日ま
で、家族構成人員が４．３人の「日本一大家族の村」の誇りを継続、生活の基礎で
ある仲良く暮らせる明るい笑顔の家庭づくりのために、寄せられた情熱と努力に
改めて感謝申し上げます。
　今、新たな時代が幕を開け、この社会情勢の変化により、日本はかつて経験し
たことのない時代に突入しようとしています。本格的な地方分権時代・少子高齢
化社会の到来、情報化・国際化に対応した多様な行政サービス水準の確保、極め
て厳しい財政状況の中での効果的、効率的な行財政運営が求められるなどの背景
から、平成１６年から合併を議会、村民の皆さんと真剣に考え、歴史や文化、農
業・商業や交通など昔から結びつきの深い本宮町と合併の協議を進め、平成１９年
１月１日に合併することになりここに閉村のときを迎えました。
　万感胸にせまる想いを禁じえませんが、未来への新たな出発点にさせていただ
きます。今後は、新市基本計画の将来像である「水と緑と心が結びあう未来に輝
くまちづくり」のため、それぞれの持つ自然環境や人づくり・こころづくり・福
祉づくり、農業・商業・工業の活性化、歴史や文化などを共通の生活圏の土台と
して、地域の一体的な発展を願うものであります。
　新しいまちづくりに向けて皆様の一層のご理解とご支援をお願いし、閉村のご
あいさつといたします。
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記
念
式
典
は
、
十
二
月
二
十
四
日（
日
）に
し
ら
さ
わ
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
や
感
謝
状
受
賞
者
な
ど
約
四

百
人
の
皆
さ
ん
が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

�
橋
喜
與
美
助
役
の
開
式
の
辞
で
式
が
始
ま
り
、
出
席
者
全
員
で

「
し
ら
さ
わ
賛
歌
〜
ふ
る
さ
と
ゆ
め
色
み
ら
い
色
〜
」
を
斉
唱
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
岡
部
善
宜
村
長
が
「
今
、
新
時
代
に
対
応
す
る
地
方
自

治
へ
向
け
て
新
生
「
本
宮
市
」
が
誕
生
す
る
に
あ
た
り
、
白
沢
村
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し

い
環
境
、
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
い
で
、
今
日
ま
で
村
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
情
熱
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
今
年
度
各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
し
た
中
学
生
十
人
と
指

導
者
五
人
に
村
長
賞
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
、
議
会
議
員
や
農
業
委
員

会
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん
ら
四
十
五
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
白
沢
村
五
十
一
年
の
あ
ゆ
み
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上

映
さ
れ
る
と
来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、
五
十
一
年
の
あ
ゆ
み
を
懐
か
し

み
、
な
く
な
り
ゆ
く
白
沢
村
を
惜
し
み
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
沢
中
学
校
生
徒
会
長
の
渡
辺
将
仁
く
ん
と
、
副
会
長
の
茂
木
美
里

さ
ん
が
「
閉
村
宣
言
」
を
行
い
、
村
長
、
根
本
善
裕
議
会
議
長
が
、
壇

上
に
掲
揚
さ
れ
た
村
旗
を
降
納
。
最
後
に
出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ

と
」
を
斉
唱
し
、
佐
々
木
廣
文
議
会
副
議
長
の
万
歳
三
唱
の
あ
と
、
前

田
長
教
育
長
の
閉
式
の
辞
で
式
典
は
終
了
し
、
白
沢
村
五
十
一
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
方
の
姿
も
見
受

け
ら
れ
、
五
十
一
年
の
歴
史
の
重
さ
と
白
沢
村
が
な
く
な
り
ゆ
く
さ
び

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

④④

⑤⑤

③③

①①

②②
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議
会
議
長

　

根
本
善
裕（
白
岩
）

議
会
副
議
長

　

佐
々
木
廣
文（
糠
沢
）

議
会
議
員

渡
邊
由
紀
雄（
白
岩
）、
佐
藤

孝
昭（
稲
沢
）、
三
瓶
五
一（
松

沢
）、
古
宮
忠
重（
糠
沢
）、國

分
民
雄（
糠
沢
）、
渡
辺
喜
一

（
和
田
）、
佐
藤
正
芳（
稲
沢
）、

安
齋
元
一（
和
田
）、
渡
邊
嘉

彦
（
長
屋
）、
伊
藤
五
郎
（
和

田
）、
石
塚
勝
臣（
稲
沢
）、
矢

島
義
謙（
糠
沢
）、
荻
野
哲
雄

（
長
屋
）、
渡
邉
忠
夫（
和
田
）

農
業
委
員
会
会
長

　

渡
邊
善
元（
長
屋
）

農
業
委
員
会
委
員

國
分
閧
夫（
糠
沢
）、
三
瓶
一

朗（
松
沢
）、渡
邊　

壽（
稲
沢
）、

橋
本
長
典（
白
岩
）、
川
名　

實（
糠
沢
）、
國
分
正
雄
（
糠

沢
）、
國
分
誓
子（
糠
沢
）、
熊

谷
喜
美
子（
長
屋
）、
藤
井　

剛（
長
屋
）、
吉
田
辰
一（
和

田
）、
鍋
島
敏
雄（
松
沢
）、
三

瓶
�
一（
和
田
）、
三
瓶
巧
一

（
白
岩
）、
國
分
憲
治（
和
田
）

監
査
委
員

　

菅
野
照
紀（
白
岩
）

　
（
荻
野
哲
雄
）

教
育
委
員
会
委
員
長

　

渡
邊
新
市（
和
田
）

教
育
委
員
会
委
員

渡
邊
静
子（
長
屋
）、
北
山
市

郎（
糠
沢
）、
渡
邊
富
士
雄（
白

岩
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

松
本　

務（
稲
沢
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

國
分
八
重
子（
糠
沢
）、
太
田

富
久（
和
田
）、
石
川
啓
子（
白

岩
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
長

　

吉
田
武
司（
和
田
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

熊
谷
幹
雄（
長
屋
）、
國
分
盛

夫（
糠
沢
）

消
防
団
長

　

齋
藤
文
一（
白
岩
）

東
京
し
ら
さ
わ
会
長

　

國
分
元
基（
東
京
都
）

　
　
（
白
沢
中
学
校
）

�
優
秀
選
手
賞

【
陸
上
】

女
子
低
学
年

４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

渡
邊　

育（
２
年
）、
渡
邉
由

美
（
２
年
）、
渡
辺　

梢
（
１

年
）、
木
村
沙
織（
１
年
）

【
卓
球
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

榊
原
愛
美

【
水
泳
】

　

三
瓶
み
ず
き

【
テ
ニ
ス
】

女
子
ダ
ブ
ル
ス

渡
辺
奈
々
美（
２
年
）、
菅
野

真
里
江（
２
年
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

佐
野
菜
津
美（
２
年
）、
石
川

美
穂（
２
年
）

�
優
秀
指
導
者
賞

　
　
（
部
活
動
顧
問
教
諭
）

【
陸
上
】

　

関
場
俊
宏
、
曽
我
江
梨
子

【
卓
球
】

　

遠
藤
歌
織
、
宮
本
美
幸

【
水
泳
】

　

武
石
昌
之

⑥⑥

⑦⑦

渡邊善元さん

渡邊新市さん

齋藤文一さん

代表の三瓶みずきさん
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①　式辞を述べる岡部村長
②　閉村宣言
③　記念式典のもよう
④　村旗降納
⑤　万歳三唱
⑥　「ふるさと」斉唱
⑦　来場した皆さん

　

白
沢
村
閉
村
記
念
式
典
は
、
十
二
月
二
十
四
日（
日
）に
し
ら
さ
わ
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
や
感
謝
状
受
賞
者
な
ど
約
四

百
人
の
皆
さ
ん
が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

�
橋
喜
與
美
助
役
の
開
式
の
辞
で
式
が
始
ま
り
、
出
席
者
全
員
で

「
し
ら
さ
わ
賛
歌
〜
ふ
る
さ
と
ゆ
め
色
み
ら
い
色
〜
」
を
斉
唱
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
岡
部
善
宜
村
長
が
「
今
、
新
時
代
に
対
応
す
る
地
方
自

治
へ
向
け
て
新
生
「
本
宮
市
」
が
誕
生
す
る
に
あ
た
り
、
白
沢
村
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し

い
環
境
、
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
い
で
、
今
日
ま
で
村
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
情
熱
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
ご
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
今
年
度
各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
し
た
中
学
生
十
人
と
指

導
者
五
人
に
村
長
賞
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
、
議
会
議
員
や
農
業
委
員

会
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん
ら
四
十
五
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
白
沢
村
五
十
一
年
の
あ
ゆ
み
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上

映
さ
れ
る
と
来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、
五
十
一
年
の
あ
ゆ
み
を
懐
か
し

み
、
な
く
な
り
ゆ
く
白
沢
村
を
惜
し
み
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
沢
中
学
校
生
徒
会
長
の
渡
辺
将
仁
く
ん
と
、
副
会
長
の
茂
木
美
里

さ
ん
が
「
閉
村
宣
言
」
を
行
い
、
村
長
、
根
本
善
裕
議
会
議
長
が
、
壇

上
に
掲
揚
さ
れ
た
村
旗
を
降
納
。
最
後
に
出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ

と
」
を
斉
唱
し
、
佐
々
木
廣
文
議
会
副
議
長
の
万
歳
三
唱
の
あ
と
、
前

田
長
教
育
長
の
閉
式
の
辞
で
式
典
は
終
了
し
、
白
沢
村
五
十
一
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
方
の
姿
も
見
受

け
ら
れ
、
五
十
一
年
の
歴
史
の
重
さ
と
白
沢
村
が
な
く
な
り
ゆ
く
さ
び

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

④④

⑤⑤

③③
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ら
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
。
百
姓

だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
か
ら

ね
」
と
言
う
芳
一
さ
ん
に
「
将
来
、

今
の
状
態
で
は
い
か
な
い
。
若
い
人

（
息
子
夫
婦
）
は
若
い
人
で
や
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
」
と

綾
子
さ
ん
も
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

芳
一
さ
ん
の
息
子
で
七
代
目
と
な

る
長
男
将
志
さ
ん
は
、
二
十
四
歳
。

一
昨
年
一
月
に
結
婚
し
て
、
今
は
一

児
の
パ
パ
。
奥
さ
ん
の
理
恵
さ
ん

は
、
縁
あ
っ
て
群
馬
県
か
ら
お
嫁
に

き
た
と
い
う
若
い
夫
婦
で
す
。
娘
の

夕
季
乃
ち
ゃ
ん
は
二
歳
で
、
白
沢
保

育
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

農
家
に
嫁
ぎ
、
大
家
族
の
暮
ら
し

は
ど
う
で
す
か
と
理
恵
さ
ん
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
実
家
も
父
母
と
祖
父

母
、
兄
弟
が
い
る
大
家
族
で
、
米
と

野
菜
を
作
っ
て
い
る
農
家
で
す
」
と

予
想
外
の
返
事
が
返
っ
て
き
て
び
っ

く
り
。「
あ
ま
り
実
家
と
変
わ
ら
な

い
。
棒
立
て
（
稲
刈
り
の
）
が
な
い

く
ら
い
で
…
」
理
恵
さ
ん
の
実
家
は

大
規
模
な
農
家
で
、
全
て
機
械
化
さ

れ
、
手
伝
う
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
「
田
ん
ぼ
だ
け
は
、
手
伝
え
る
と

き
に
二
人
で
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の

で
、
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
で
ほ
し

い
（
笑
）」
と
語
る
将
志
さ
ん
は
、

現
在
村
内
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

早
番
が
毎
朝
五
時
半
か
ら
午
後
二

時
十
五
分
ま
で
、
遅
番
が
午
後
二
時

十
五
分
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
の
二

交
代
。
遅
番
の
と
き
は
毎
日
残
業
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
と
は
す
れ

違
い
の
生
活
に
な
り
、
子
ど
も
の
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
若
夫
婦
に
家
族
と
は
何

で
す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
支
え
で

あ
り
、
力
の
源
、
原
動
力
で
す
。
い

な
い
と
さ
び
し
い
し
―
」
と
家
族
の

大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

家
族
が
多
く
て
困
る
こ
と
は
の
問

い
に
将
志
さ
ん
は
、「
家
族
の
意
見

が
バ
ラ
バ
ラ
で
違
う
こ
と
が
あ
る
。

家
族
が
少
な
く
て
も
意
見
の
違
い
は

あ
る
け
れ
ど
…
。
自
分
で
は
こ
う
し

た
い
と
言
っ
て
も
結
局
み
ん
な
が
い

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
だ
め
。
最
終
的

に
決
め
る
の
は
お
父
さ
ん
。
何
も
言

え
な
い
で
す
」
と
正
直
な
気
持
ち
を

打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
義
徳
さ
ん
は
「
う
れ
し
い

こ
と
は
何
代
も
一
緒
に
つ
な
が
っ
て

い
ら
れ
る
こ
と
だ
」
と
語
り
、
そ
し

て
、
渡
辺
家
の
宝
物
は
何
で
す
か
と

う
か
が
う
と
「
お
母
さ
ん
（
綾
子
さ

ん
）
が
宝
物
。
だ
か
ら
円
満
に
や
っ

て
い
け
る
ん
だ
」
と
ミ
ヤ
子
さ
ん
。

「
姑
同
士
の
会
話
で
嫁
の
話
が
で
る
。

私
は
何
も
言
う
こ
と
が
な
い
っ
て
い

う
ん
だ
」
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
の
言
葉
に
綾
子
さ
ん
は
「
お
互

い
が
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
お
互
い
に
感
謝
の
心
を

持
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
ま
た
、「
野
菜
を
作
る
の
は

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
は

と
っ
て
ご
ち
そ
う
に
な
る
だ
け
」
と

返
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
や
り
と
り
に
「
嫁
姑
関

係
、
う
ま
く
い
っ
て
て
い
い
で
す

ね
」
と
、
芳
一
さ
ん
に
う
か
が
う
と

「
一
番
大
変
な
の
は
俺
な
ん
だ
け
ど

（
笑
）」
と
冗
談
交
じ
り
の
余
裕
の
笑

み
。
皆
さ
ん
の
会
話
の
一
つ
一
つ
か

ら
、
口
先
だ
け
で
は
な
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。　

　

最
後
に
家
族
へ
の
一
言
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、「
お
父
さ
ん
（
芳
一

さ
ん
）
を
応
援
し
ま
す
」
と
義
徳
さ

ん
。
ミ
ヤ
子
さ
ん
は
「
悪
い
こ
と
は

悪
い
こ
と
だ
か
ら
苦
言
は
言
う
。
そ

ん
な
こ
と
は
あ
ん
ま
り
な
い
け
ど
な

い
」
と
一
言
。

　

綾
子
さ
ん
は
「
家
族
み
ん
な
で
仲

良
く
や
り
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
と
も

仲
良
く
な
い
」
こ
の
家
の
主
人
、
芳

一
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
欠
け
な
い
よ

う
に
健
康
で
い
て
ほ
し
い
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
息
子
さ
ん
夫
婦
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と
「
ま
だ
若

い
し
、
今
の
時
代
と
俺
ら
の
時
代
と

違
う
の
で
、
多
少
の
考
え
方
の
ズ
レ

も
あ
る
と
思
う
が
、
言
い
た
い
こ
と

は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
に
対
し
て
黙
っ
て
見
て
る

か
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
教
え
て
や

り
、
援
助
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
互
い
に
尊
重
し

合
っ
て
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
」

と
、
芳
一
さ
ん
は
、
こ
の
家
の
主
と

し
て
、
そ
し
て
父
親
と
し
て
の
想
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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時
の
流
れ
と
こ
の
家
に
代
々
住
ん

で
い
た
人
た
ち
の
想
い
と
息
吹
を
感

じ
る
よ
う
な
大
き
な
家
。
敷
居
を
ま

た
ぎ
一
歩
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
家
族
と
親
戚
の
皆
さ
ん
の
に
ぎ

や
か
な
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

　

築
八
十
年
以
上
に
な
る
こ
の
家

は
、
三
代
目
の 
主 
渡
辺
芳
衛
さ
ん
が

あ
る
じ

買
い
受
け
、
白
岩
字
宮
ノ
下
の
芦
ヶ

沼
近
く
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
。
そ

の
当
時
の
様
子
を
語
る
の
は
、
五
代

目
の
義
徳
さ
ん
と
現
在
の
主
、
六
代

目
の
芳
一
さ
ん
。「
狭
い
道
を
馬
車

で
運
び
、
や
っ
と
梁
を
ま
わ
し
て
建

て
た
」
と
、
代
々
語
り
継
が
れ
て
き

た
話
を
せ
つ
せ
つ
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
話
に
耳
を
傾
け
か
た
わ
ら
で

ほ
ほ
笑
む
の
は
、
義
徳
さ
ん
の
妻
ミ

ヤ
子
さ
ん
と
、
芳
一
さ
ん
の
妻
綾
子

さ
ん
。
ミ
ヤ
子
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

九
年
に
義
徳
さ
ん
と
結
婚
し
て
、
昨

年
金
婚
式
を
迎
え
た
ば
か
り
。

　

芳
一
さ
ん
の
妻
綾
子
さ
ん
は
、
和

田
（
村
内
）
か
ら
嫁
ぎ
、
結
婚
し
て

二
十
六
年
。
お
見
合
い
で
す
か
、
恋

愛
結
婚
で
す
か
の
問
い
に
「
お
し
か

け
女
房
（
笑
）
見
合
い
で
な
い
か
ら

恋
愛
か
な
」
と
芳
一
さ
ん
と
目
を
合

わ
せ
て
笑
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
の
お
宅
は
、
芳
一
さ
ん

と
綾
子
さ
ん
、
長
男
の 
将
志 
さ
ん
と

ま
さ
ゆ
き

嫁
の
理
恵
さ
ん
、
孫
の
夕
季
乃
ち
ゃ

ん
に
、
次
男
の
望
さ
ん
。
そ
し
て
、

父
義
徳
さ
ん
と
母
ミ
ヤ
子
さ
ん
の
四

世
代
八
人
の
大
家
族
で
す
。

　

渡
辺
家
は
代
々
大
家
族
が
暮
ら
し

て
き
た
家
で
、「
一
番
多
い
と
き
で

十
七
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
朝
は
五

升
の
飯
を
炊
い
て
も
な
く
な
る
ほ
ど

で
、
タ
バ
コ
を
つ
る
し
た
そ
の
下

で
、
お
膳
で
飯
を
食
っ
て
い
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

芳
一
さ
ん
の
子
ど
も
や
お
い
・
め

い
が
小
さ
い
と
き
は
、「
四
十
人
ぐ

ら
い
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
部
屋

が
ひ
と
つ
幼
稚
園
に
な
っ
て
い
た
」

と
懐
か
し
み
ま
す
。

　

ま
た
、
稲
作
と
タ
バ
コ
を
営
み
、

田
ん
ぼ
は
一
町
（
約
百
ア
ー
ル
）、

畑
は
二
町
（
約
二
百
ア
ー
ル
）
以
上

を
耕
作
し
、
日
雇
い
で
数
人
の
人
を

使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
耕
作

し
な
く
な
っ
た
農
地
は
、
公
園
に
し

た
り
、
植
木
を
植
え
た
り
し
て
い
る

が
、
維
持
管
理
が
大
変
だ
と
語
る
芳

一
さ
ん
。
芳
一
さ
ん
も
今
は
会
社
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。「
農
地
が

あ
っ
て
も
作
ら
な
い
と
収
入
が
得
ら

れ
な
い
。
収
入
が
得
ら
れ
な
く
て
も

支
払
い
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か

　白沢村は、平成８年に一世帯の構成人員
が日本一多い、「日本一大家族の村」にな
りました。初めて日本一になった平成８年
は、一世帯あたり４．９人。平成１８年は４．３人
で現在も記録を更新中です。
　家族は社会の縮図。多くの家族が一つ屋
根の下で喜怒哀楽をともに分かち合い、互
いに尊重しながら人間関係を育み、そこか
ら人を思いやる心や助け合いの精神を学び
ます。白沢村がなくなれば、日本一大家族
の村ではなくなってしまいますが、お互い
を尊重し合い、“何世代もの家族が一緒に
住める村”として、心にとどめながらこの
特集を読んでいただけたらと思います。
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玄
関
や
居
間
、
天
井
に
家
族
の
声
が
響
き
わ
た
る

―
。
い
つ
の
時
代
も
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
を
と

も
に
わ
か
ち
合
い
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
た
家

族
。
そ
ん
な
家
族
の
営
み
が
今
に
残
る
白
沢
村
は
、

一
世
帯
の
構
成
人
員
が
日
本
一
多
い
「
日
本
一
大
家

族
の
村
」
で
す
。

　

こ
の
村
の
家
族
は
、
今
ど
ん
な
暮
ら
し
の
中
で
何

を
想
い
、
感
じ
て
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

特
集
「
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
想
い
〜
家

族
の
絆
〜
」
は
、
何
世
代
も
が
同
居
す
る
家
族
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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ら
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
。
百
姓

だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
か
ら

ね
」
と
言
う
芳
一
さ
ん
に
「
将
来
、

今
の
状
態
で
は
い
か
な
い
。
若
い
人

（
息
子
夫
婦
）
は
若
い
人
で
や
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
」
と

綾
子
さ
ん
も
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

芳
一
さ
ん
の
息
子
で
七
代
目
と
な

る
長
男
将
志
さ
ん
は
、
二
十
四
歳
。

一
昨
年
一
月
に
結
婚
し
て
、
今
は
一

児
の
パ
パ
。
奥
さ
ん
の
理
恵
さ
ん

は
、
縁
あ
っ
て
群
馬
県
か
ら
お
嫁
に

き
た
と
い
う
若
い
夫
婦
で
す
。
娘
の

夕
季
乃
ち
ゃ
ん
は
二
歳
で
、
白
沢
保

育
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

農
家
に
嫁
ぎ
、
大
家
族
の
暮
ら
し

は
ど
う
で
す
か
と
理
恵
さ
ん
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
実
家
も
父
母
と
祖
父

母
、
兄
弟
が
い
る
大
家
族
で
、
米
と

野
菜
を
作
っ
て
い
る
農
家
で
す
」
と

予
想
外
の
返
事
が
返
っ
て
き
て
び
っ

く
り
。「
あ
ま
り
実
家
と
変
わ
ら
な

い
。
棒
立
て
（
稲
刈
り
の
）
が
な
い

く
ら
い
で
…
」
理
恵
さ
ん
の
実
家
は

大
規
模
な
農
家
で
、
全
て
機
械
化
さ

れ
、
手
伝
う
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
「
田
ん
ぼ
だ
け
は
、
手
伝
え
る
と

き
に
二
人
で
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の

で
、
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
で
ほ
し

い
（
笑
）」
と
語
る
将
志
さ
ん
は
、

現
在
村
内
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

早
番
が
毎
朝
五
時
半
か
ら
午
後
二

時
十
五
分
ま
で
、
遅
番
が
午
後
二
時

十
五
分
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
の
二

交
代
。
遅
番
の
と
き
は
毎
日
残
業
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
と
は
す
れ

違
い
の
生
活
に
な
り
、
子
ど
も
の
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
若
夫
婦
に
家
族
と
は
何

で
す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
支
え
で

あ
り
、
力
の
源
、
原
動
力
で
す
。
い

な
い
と
さ
び
し
い
し
―
」
と
家
族
の

大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

家
族
が
多
く
て
困
る
こ
と
は
の
問

い
に
将
志
さ
ん
は
、「
家
族
の
意
見

が
バ
ラ
バ
ラ
で
違
う
こ
と
が
あ
る
。

家
族
が
少
な
く
て
も
意
見
の
違
い
は

あ
る
け
れ
ど
…
。
自
分
で
は
こ
う
し

た
い
と
言
っ
て
も
結
局
み
ん
な
が
い

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
だ
め
。
最
終
的

に
決
め
る
の
は
お
父
さ
ん
。
何
も
言

え
な
い
で
す
」
と
正
直
な
気
持
ち
を

打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
義
徳
さ
ん
は
「
う
れ
し
い

こ
と
は
何
代
も
一
緒
に
つ
な
が
っ
て

い
ら
れ
る
こ
と
だ
」
と
語
り
、
そ
し

て
、
渡
辺
家
の
宝
物
は
何
で
す
か
と

う
か
が
う
と
「
お
母
さ
ん
（
綾
子
さ

ん
）
が
宝
物
。
だ
か
ら
円
満
に
や
っ

て
い
け
る
ん
だ
」
と
ミ
ヤ
子
さ
ん
。

「
姑
同
士
の
会
話
で
嫁
の
話
が
で
る
。

私
は
何
も
言
う
こ
と
が
な
い
っ
て
い

う
ん
だ
」
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
の
言
葉
に
綾
子
さ
ん
は
「
お
互

い
が
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
お
互
い
に
感
謝
の
心
を

持
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
ま
た
、「
野
菜
を
作
る
の
は

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
は

と
っ
て
ご
ち
そ
う
に
な
る
だ
け
」
と

返
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
や
り
と
り
に
「
嫁
姑
関

係
、
う
ま
く
い
っ
て
て
い
い
で
す

ね
」
と
、
芳
一
さ
ん
に
う
か
が
う
と

「
一
番
大
変
な
の
は
俺
な
ん
だ
け
ど

（
笑
）」
と
冗
談
交
じ
り
の
余
裕
の
笑

み
。
皆
さ
ん
の
会
話
の
一
つ
一
つ
か

ら
、
口
先
だ
け
で
は
な
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。　

　

最
後
に
家
族
へ
の
一
言
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、「
お
父
さ
ん
（
芳
一

さ
ん
）
を
応
援
し
ま
す
」
と
義
徳
さ

ん
。
ミ
ヤ
子
さ
ん
は
「
悪
い
こ
と
は

悪
い
こ
と
だ
か
ら
苦
言
は
言
う
。
そ

ん
な
こ
と
は
あ
ん
ま
り
な
い
け
ど
な

い
」
と
一
言
。

　

綾
子
さ
ん
は
「
家
族
み
ん
な
で
仲

良
く
や
り
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
と
も

仲
良
く
な
い
」
こ
の
家
の
主
人
、
芳

一
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
欠
け
な
い
よ

う
に
健
康
で
い
て
ほ
し
い
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
息
子
さ
ん
夫
婦
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と
「
ま
だ
若

い
し
、
今
の
時
代
と
俺
ら
の
時
代
と

違
う
の
で
、
多
少
の
考
え
方
の
ズ
レ

も
あ
る
と
思
う
が
、
言
い
た
い
こ
と

は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
に
対
し
て
黙
っ
て
見
て
る

か
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
教
え
て
や

り
、
援
助
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
互
い
に
尊
重
し

合
っ
て
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
」

と
、
芳
一
さ
ん
は
、
こ
の
家
の
主
と

し
て
、
そ
し
て
父
親
と
し
て
の
想
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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時
の
流
れ
と
こ
の
家
に
代
々
住
ん

で
い
た
人
た
ち
の
想
い
と
息
吹
を
感

じ
る
よ
う
な
大
き
な
家
。
敷
居
を
ま

た
ぎ
一
歩
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
家
族
と
親
戚
の
皆
さ
ん
の
に
ぎ

や
か
な
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

　

築
八
十
年
以
上
に
な
る
こ
の
家

は
、
三
代
目
の 
主 
渡
辺
芳
衛
さ
ん
が

あ
る
じ

買
い
受
け
、
白
岩
字
宮
ノ
下
の
芦
ヶ

沼
近
く
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
。
そ

の
当
時
の
様
子
を
語
る
の
は
、
五
代

目
の
義
徳
さ
ん
と
現
在
の
主
、
六
代

目
の
芳
一
さ
ん
。「
狭
い
道
を
馬
車

で
運
び
、
や
っ
と
梁
を
ま
わ
し
て
建

て
た
」
と
、
代
々
語
り
継
が
れ
て
き

た
話
を
せ
つ
せ
つ
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
話
に
耳
を
傾
け
か
た
わ
ら
で

ほ
ほ
笑
む
の
は
、
義
徳
さ
ん
の
妻
ミ

ヤ
子
さ
ん
と
、
芳
一
さ
ん
の
妻
綾
子

さ
ん
。
ミ
ヤ
子
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

九
年
に
義
徳
さ
ん
と
結
婚
し
て
、
昨

年
金
婚
式
を
迎
え
た
ば
か
り
。

　

芳
一
さ
ん
の
妻
綾
子
さ
ん
は
、
和

田
（
村
内
）
か
ら
嫁
ぎ
、
結
婚
し
て

二
十
六
年
。
お
見
合
い
で
す
か
、
恋

愛
結
婚
で
す
か
の
問
い
に
「
お
し
か

け
女
房
（
笑
）
見
合
い
で
な
い
か
ら

恋
愛
か
な
」
と
芳
一
さ
ん
と
目
を
合

わ
せ
て
笑
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
の
お
宅
は
、
芳
一
さ
ん

と
綾
子
さ
ん
、
長
男
の 
将
志 
さ
ん
と

ま
さ
ゆ
き

嫁
の
理
恵
さ
ん
、
孫
の
夕
季
乃
ち
ゃ

ん
に
、
次
男
の
望
さ
ん
。
そ
し
て
、

父
義
徳
さ
ん
と
母
ミ
ヤ
子
さ
ん
の
四

世
代
八
人
の
大
家
族
で
す
。

　

渡
辺
家
は
代
々
大
家
族
が
暮
ら
し

て
き
た
家
で
、「
一
番
多
い
と
き
で

十
七
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
朝
は
五

升
の
飯
を
炊
い
て
も
な
く
な
る
ほ
ど

で
、
タ
バ
コ
を
つ
る
し
た
そ
の
下

で
、
お
膳
で
飯
を
食
っ
て
い
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

芳
一
さ
ん
の
子
ど
も
や
お
い
・
め

い
が
小
さ
い
と
き
は
、「
四
十
人
ぐ

ら
い
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
部
屋

が
ひ
と
つ
幼
稚
園
に
な
っ
て
い
た
」

と
懐
か
し
み
ま
す
。

　

ま
た
、
稲
作
と
タ
バ
コ
を
営
み
、

田
ん
ぼ
は
一
町
（
約
百
ア
ー
ル
）、

畑
は
二
町
（
約
二
百
ア
ー
ル
）
以
上

を
耕
作
し
、
日
雇
い
で
数
人
の
人
を

使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
耕
作

し
な
く
な
っ
た
農
地
は
、
公
園
に
し

た
り
、
植
木
を
植
え
た
り
し
て
い
る

が
、
維
持
管
理
が
大
変
だ
と
語
る
芳

一
さ
ん
。
芳
一
さ
ん
も
今
は
会
社
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。「
農
地
が

あ
っ
て
も
作
ら
な
い
と
収
入
が
得
ら

れ
な
い
。
収
入
が
得
ら
れ
な
く
て
も

支
払
い
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か

　白沢村は、平成８年に一世帯の構成人員
が日本一多い、「日本一大家族の村」にな
りました。初めて日本一になった平成８年
は、一世帯あたり４．９人。平成１８年は４．３人
で現在も記録を更新中です。
　家族は社会の縮図。多くの家族が一つ屋
根の下で喜怒哀楽をともに分かち合い、互
いに尊重しながら人間関係を育み、そこか
ら人を思いやる心や助け合いの精神を学び
ます。白沢村がなくなれば、日本一大家族
の村ではなくなってしまいますが、お互い
を尊重し合い、“何世代もの家族が一緒に
住める村”として、心にとどめながらこの
特集を読んでいただけたらと思います。

��������

　

玄
関
や
居
間
、
天
井
に
家
族
の
声
が
響
き
わ
た
る

―
。
い
つ
の
時
代
も
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
を
と

も
に
わ
か
ち
合
い
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
た
家

族
。
そ
ん
な
家
族
の
営
み
が
今
に
残
る
白
沢
村
は
、

一
世
帯
の
構
成
人
員
が
日
本
一
多
い
「
日
本
一
大
家

族
の
村
」
で
す
。

　

こ
の
村
の
家
族
は
、
今
ど
ん
な
暮
ら
し
の
中
で
何

を
想
い
、
感
じ
て
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

特
集
「
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
想
い
〜
家

族
の
絆
〜
」
は
、
何
世
代
も
が
同
居
す
る
家
族
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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花
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
お
帰
り
っ
て

言
っ
て
く
れ
る
。
お
帰
り
っ
て
聞
か

な
い
と
安
心
し
な
い
の
。
誰
も
い
な

い
と
き
は
手
紙
が
あ
る
。
ど
こ
に
行

き
ま
す
っ
て
書
い
て
あ
る
の
」
と
無

邪
気
な
顔
。

　

そ
ん
な
孫
た
ち
を
見
守
る
花
子
さ

ん
は
、「
私
た
ち
が
い
な
い
と
、
じ

い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
て
さ
わ
ぐ
ん

だ
。
だ
か
ら
書
き
置
き
を
し
て
出
か

け
る
の
。
時
間
に
は
帰
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
。
心
配
だ
か

ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
て
も
必
ず
玄

関
だ
け
は
カ
ギ
を
か
け
て
お
く
ん
だ

よ
っ
て
言
っ
て
い
る
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
が
い
な
い
と
き
、
何
か
あ

る
と
心
配
だ
か
ら
な
い
」
と
孫
を
案

じ
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
母
さ
ん
の
帰
り
が
遅

い
の
で
、
孫
た
ち
三
人
は
夕
飯
を
少

し
食
べ
て
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る

ま
で
待
っ
て
い
る
。
車
が
く
る
た
び

に
お
母
さ
ん
来
な
い
な
っ
て
ね
」

と
、
花
子
さ
ん
。
久
美
子
さ
ん
も

「
私
が
帰
る
と
茶
わ
ん
を
取
り
出
し

て
一
緒
に
食
べ
る
ん
で
す
よ
」
と
子

ど
も
た
ち
に
視
線
を
向
け
ま
す
。

　

父
親
の
三
郎
さ
ん
は
、「
今
の
学

校
関
係
を
み
る
と
、
心
配
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
ず
は
友
達
関

係
。
そ
の
原
点
は
家
に
あ
る
ん
だ
ろ

う
け
ど
ね
。
み
ん
な
個
性
も
違
う

し
、
性
格
も
違
う
か
ら
」
と
語
り
ま

す
。

　

取
材
の
最
後
に
お
互
い
家
族
の
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、「
正
直
言
っ
て
今
は
、

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
精
一
杯
な
の

で
、
両
親
に
は
負
担
を
か
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
支
え

る
の
が
家
族
だ
ろ
う
な
っ
て
思
う
の

で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
温
か
く
見

守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
久
美
子

さ
ん
。
敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
に

は
、
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
ほ
ど

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
を
一
人
前
に
な

る
ま
で
、
し
っ
か
り
と
育
て
て
ほ
し

い
。
大
変
だ
と
思
う
け
ど
な
い
。
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
」
と
父
と
母

の
胸
の
う
ち
を
語
る
敏
之
さ
ん
と
花

子
さ
ん
。

　

三
郎
さ
ん
か
ら
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
優
し
い
お
母
さ
ん
で
ず
っ
と
い

て
ほ
し
い
」
と
妻
久
美
子
さ
ん
へ
、

敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
、
キ
ク
ノ
さ

ん
に
は
、「
健
康
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
普
段
口
に
で
き
な
い

想
い
を
伝
え
ま
す
。

　

三
人
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、「
人

に
優
し
い
子
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
自
分
で
こ
う
し
た
い
と
い
う
理

想
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
へ
と
進
ん
で
い
っ
て

も
ら
い
た
い
」
そ
し
て
、
応
援
で
き

る
こ
と
は
精
一
杯
し
て
や
り
た
い
と

い
う
姿
に
、
子
を
想
う
親
の
心
を
感

じ
ま
す
。

　

家
族
が
集
う
こ
の
場
所
に
、
さ
ん

さ
ん
と
光
輝
く
昼
間
の
日
ざ
し
は
、

朝
と
同
じ
よ
う
に
降
り
注
ぎ
、
ま
る

で
、
菅
野
家
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
よ

う
に
い
つ
ま
で
も
明
る
く
、
温
か
く

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
る
い
笑
顔
と
笑
い
声
。
登
場
い

た
だ
い
た
渡
辺
さ
ん
と
菅
野
さ
ん
の

お
宅
は
、
に
ぎ
や
か
な
八
人
の
大
家

族
で
す
。

　

今
回
の
取
材
を
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
、
家
族
の
こ
と
家
庭
内
の

こ
と
を
率
直
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
普
通
な
ら
他
人
に
話
し
た
く

な
い
こ
と
を
、
ま
し
て
や
、
多
く
の

村
民
の
皆
さ
ん
が
目
に
す
る
こ
の
広

報
し
ら
さ
わ
で
…
。

　
「
ほ
か
の
家
族
に
も
言
え
る
こ
と

だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
お
話
い
た
だ
い
た
渡
辺
芳
一
さ

ん
と
家
族
の
皆
さ
ん
。

　

大
家
族
の
企
画
が
な
く
な
る
こ
と

を
惜
し
み
、「
や
ら
な
く
な
る
の
で

は
、
今
回
、
選
ん
で
も
ら
っ
て
う
れ

し
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
菅

野
三
郎
さ
ん
と
敏
之
さ
ん
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
二
つ
の
家
族

の
皆
さ
ん
に
、
出
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
家
族
の
記
念
に
な
る
よ
う
に
、

ま
た
、
こ
の
日
本
一
す
て
き
な
大
家

族
の
い
る
村
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
、
精
一
杯
書
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
至
ら
な
い
文
章
や
表
現

は
、
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
こ
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
家
族
バ
ン
ザ
イ
。
白
沢
村
が
な

く
な
っ
て
も
い
つ
い
つ
ま
で
も
残
っ

て
い
て
ほ
し
い
、
郷
土
の
文
化
と
宝

で
す
。　

�
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「
あ
っ
、
ブ
ド
ウ
狩
り
で
会
っ
た

こ
と
あ
る
人
」
と
、
人
な
つ
っ
こ
い

顔
を
の
ぞ
か
せ
玄
関
で
出
迎
え
て
く

れ
た
の
は
、
こ
の
お
宅
の
次
女 
美
南 

み
な
み

ち
ゃ
ん
。

　

太
陽
の
光
が
さ
ん
さ
ん
と
家
族
が

集
ま
る
居
間
に
降
り
注
ぐ
、
晴
天
の

土
曜
日
。
日
の
光
よ
り
も
明
る
い
子

ど
も
た
ち
の
声
。
そ
し
て
家
族
の
笑

い
声
と
笑
顔
が
家
中
に
響
き
わ
た
り

ま
す
。

　

今
回
、
登
場
い
た
だ
く
も
う
ひ
と

家
族
は
、 
菅
野 
さ
ん
一
家
八
人
の
大

す
げ
の

家
族
で
す
。

　

主
人
の
三
郎
さ
ん
は
、
本
宮
町
出

身
で
、
縁
あ
っ
て
菅
野
家
に
婿
養
子

に
入
ら
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
お

父
さ
ん
。
奥
さ
ん
の
久
美
子
さ
ん

は
、
と
っ
て
も
明
る
く
、
ま
る
で
こ

の
日
の
太
陽
の
よ
う
に
家
族
を
照
ら

す
お
母
さ
ん
。

　

長
男
の
翔
太
く
ん
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
夢
中
の
和
田
小
学
校
六
年

生
。
長
女
の
理
沙
子
ち
ゃ
ん
は
、
心

優
し
く
、
面
倒
見
の
い
い
お
姉
さ
ん

で
、
和
田
小
学
校
の
四
年
生
。
末
っ

子
の
美
南
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
お

ま
せ
で
ダ
ン
ス
が
好
き
な
和
田
幼
稚

園
の
年
長
さ
ん
。

　

そ
し
て
、
父
の
敏
之
さ
ん
は
、
孫

思
い
の
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
母

の
花
子
さ
ん
と
祖
母
の
キ
ク
ノ
さ
ん

は
、
い
つ
も
家
族
を
心
配
し
、
孫
と

ひ
孫
へ
惜
し
み
な
い
愛
情
を
注
い
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
は
、
翔
太
中
心
に
家
族
が

ま
わ
っ
て
い
た
」
と
話
す
の
は
、
久

美
子
さ
ん
。
翔
太
く
ん
は
今
年
の
秋

ま
で
、
和
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で
優
勝
を

収
め
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
三
年
生
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
、
最
初
は
グ
ロ
ー
ブ
の
持

ち
方
も
知
ら
な
か
っ
た
の
が
、
そ
の

う
ち
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
野
球

好
き
の
敏
之
さ
ん
に
「
じ
い
ち
ゃ

ん
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
っ
ぺ
」
と

言
う
よ
う
に
な
り
、
以
前
は
家
の
下

で
二
人
で
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
た
そ
う
で
す
。

　
「
前
は
一
緒
に
や
っ
て
い
た
け
ど
、

年
を
取
っ
て
く
る
と
で
き
な
く
な

る
。
翔
太
は
、
夕
方
に
な
る
ま
で

や
っ
ぺ
っ
て
言
う
け
ど
、
夕
方
に
な

る
と
見
づ
ら
く
な
る
し
な
い
」
と
、

敏
之
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
二
人
で
練

習
し
て
い
た
当
時
の
光
景
を
思
い
出

し
、
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。
家

族
の
ひ
い
き
目
で
は
な
く
、
一
人
で

も
黙
々
と
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
今
年
は
八

月
頃
か
ら
成
績
を
残
し
、
家
族
の
皆

さ
ん
も
県
内
各
地
を
応
援
に
飛
び

回
っ
た
そ
う
で
す
。「
忙
し
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
楽
し
か
っ
た
」
と
花
子

さ
ん
。
両
親
の
お
二
人
に
う
か
が
う

と
、
翔
太
く
ん
は
、
負
け
ず
嫌
い

で
、
中
学
校
で
は
野
球
を
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
女
の
理
沙
子
ち
ゃ
ん
も
お
父
さ

ん
の
血
を
受
け
継
い
だ
ス
ポ
ー
ツ
好

き
の
女
の
子
。
学
校
の
授
業
も
体
育

が
好
き
で
、
和
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
先
週
の
十
二
月
九
日（
土
）と
十

日（
日
）に
行
わ
れ
た
二
本
松
市
と
南

達
三
町
村
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
参
加
し
た
安
達
地
方
交

流
大
会
で
は
、
ア
タ
ッ
カ
ー
と
セ
ッ

タ
ー
で
活
躍
し
、
Ｃ
ク
ラ
ス
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

末
っ
子
の
次
女
美
南
ち
ゃ
ん
は
、

ダ
ン
ス
が
好
き
で
絵
が
と
っ
て
も
上

手
。
大
手
菓
子
会
社
の
児
童
を
対
象

に
し
た
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
へ
向
け

て
、た
だ
今
練
習
中
で
す
。キ
ク
ノ
さ

ん
は
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ダ
ン
ス
見

せ
っ
か
ん
な
い
」
と
言
っ
て
は
踊
っ

て
く
れ
る
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

菅
野
家
の
長
男
翔
太
く
ん
は
、
何

十
年
ぶ
り
に
授
か
っ
た
男
の
子
。
久

美
子
さ
ん
は
、「
私
た
ち
以
上
に
両

親
（
敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
）
は
う

れ
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と

語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
南
ち
ゃ
ん
の
良
き
お
姉

さ
ん
で
、
面
倒
見
が
い
い
理
沙
子

ち
ゃ
ん
は
、「
た
だ
い
ま
っ
て
帰
る

と
、
い
つ
も
キ
ク
ノ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
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花
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
お
帰
り
っ
て

言
っ
て
く
れ
る
。
お
帰
り
っ
て
聞
か

な
い
と
安
心
し
な
い
の
。
誰
も
い
な

い
と
き
は
手
紙
が
あ
る
。
ど
こ
に
行

き
ま
す
っ
て
書
い
て
あ
る
の
」
と
無

邪
気
な
顔
。

　

そ
ん
な
孫
た
ち
を
見
守
る
花
子
さ

ん
は
、「
私
た
ち
が
い
な
い
と
、
じ

い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
て
さ
わ
ぐ
ん

だ
。
だ
か
ら
書
き
置
き
を
し
て
出
か

け
る
の
。
時
間
に
は
帰
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
。
心
配
だ
か

ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
て
も
必
ず
玄

関
だ
け
は
カ
ギ
を
か
け
て
お
く
ん
だ

よ
っ
て
言
っ
て
い
る
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
が
い
な
い
と
き
、
何
か
あ

る
と
心
配
だ
か
ら
な
い
」
と
孫
を
案

じ
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
母
さ
ん
の
帰
り
が
遅

い
の
で
、
孫
た
ち
三
人
は
夕
飯
を
少

し
食
べ
て
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る

ま
で
待
っ
て
い
る
。
車
が
く
る
た
び

に
お
母
さ
ん
来
な
い
な
っ
て
ね
」

と
、
花
子
さ
ん
。
久
美
子
さ
ん
も

「
私
が
帰
る
と
茶
わ
ん
を
取
り
出
し

て
一
緒
に
食
べ
る
ん
で
す
よ
」
と
子

ど
も
た
ち
に
視
線
を
向
け
ま
す
。

　

父
親
の
三
郎
さ
ん
は
、「
今
の
学

校
関
係
を
み
る
と
、
心
配
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
ず
は
友
達
関

係
。
そ
の
原
点
は
家
に
あ
る
ん
だ
ろ

う
け
ど
ね
。
み
ん
な
個
性
も
違
う

し
、
性
格
も
違
う
か
ら
」
と
語
り
ま

す
。

　

取
材
の
最
後
に
お
互
い
家
族
の
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、「
正
直
言
っ
て
今
は
、

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
精
一
杯
な
の

で
、
両
親
に
は
負
担
を
か
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
支
え

る
の
が
家
族
だ
ろ
う
な
っ
て
思
う
の

で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
温
か
く
見

守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
久
美
子

さ
ん
。
敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
に

は
、
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
ほ
ど

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
を
一
人
前
に
な

る
ま
で
、
し
っ
か
り
と
育
て
て
ほ
し

い
。
大
変
だ
と
思
う
け
ど
な
い
。
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
」
と
父
と
母

の
胸
の
う
ち
を
語
る
敏
之
さ
ん
と
花

子
さ
ん
。

　

三
郎
さ
ん
か
ら
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
優
し
い
お
母
さ
ん
で
ず
っ
と
い

て
ほ
し
い
」
と
妻
久
美
子
さ
ん
へ
、

敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
、
キ
ク
ノ
さ

ん
に
は
、「
健
康
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
普
段
口
に
で
き
な
い

想
い
を
伝
え
ま
す
。

　

三
人
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、「
人

に
優
し
い
子
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
自
分
で
こ
う
し
た
い
と
い
う
理

想
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
へ
と
進
ん
で
い
っ
て

も
ら
い
た
い
」
そ
し
て
、
応
援
で
き

る
こ
と
は
精
一
杯
し
て
や
り
た
い
と

い
う
姿
に
、
子
を
想
う
親
の
心
を
感

じ
ま
す
。

　

家
族
が
集
う
こ
の
場
所
に
、
さ
ん

さ
ん
と
光
輝
く
昼
間
の
日
ざ
し
は
、

朝
と
同
じ
よ
う
に
降
り
注
ぎ
、
ま
る

で
、
菅
野
家
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
よ

う
に
い
つ
ま
で
も
明
る
く
、
温
か
く

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
る
い
笑
顔
と
笑
い
声
。
登
場
い

た
だ
い
た
渡
辺
さ
ん
と
菅
野
さ
ん
の

お
宅
は
、
に
ぎ
や
か
な
八
人
の
大
家

族
で
す
。

　

今
回
の
取
材
を
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
、
家
族
の
こ
と
家
庭
内
の

こ
と
を
率
直
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
普
通
な
ら
他
人
に
話
し
た
く

な
い
こ
と
を
、
ま
し
て
や
、
多
く
の

村
民
の
皆
さ
ん
が
目
に
す
る
こ
の
広

報
し
ら
さ
わ
で
…
。

　
「
ほ
か
の
家
族
に
も
言
え
る
こ
と

だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
お
話
い
た
だ
い
た
渡
辺
芳
一
さ

ん
と
家
族
の
皆
さ
ん
。

　

大
家
族
の
企
画
が
な
く
な
る
こ
と

を
惜
し
み
、「
や
ら
な
く
な
る
の
で

は
、
今
回
、
選
ん
で
も
ら
っ
て
う
れ

し
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
菅

野
三
郎
さ
ん
と
敏
之
さ
ん
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
二
つ
の
家
族

の
皆
さ
ん
に
、
出
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
家
族
の
記
念
に
な
る
よ
う
に
、

ま
た
、
こ
の
日
本
一
す
て
き
な
大
家

族
の
い
る
村
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
、
精
一
杯
書
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
至
ら
な
い
文
章
や
表
現

は
、
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
こ
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
家
族
バ
ン
ザ
イ
。
白
沢
村
が
な

く
な
っ
て
も
い
つ
い
つ
ま
で
も
残
っ

て
い
て
ほ
し
い
、
郷
土
の
文
化
と
宝

で
す
。　

�
�
�
�
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「
あ
っ
、
ブ
ド
ウ
狩
り
で
会
っ
た

こ
と
あ
る
人
」
と
、
人
な
つ
っ
こ
い

顔
を
の
ぞ
か
せ
玄
関
で
出
迎
え
て
く

れ
た
の
は
、
こ
の
お
宅
の
次
女 
美
南 

み
な
み

ち
ゃ
ん
。

　

太
陽
の
光
が
さ
ん
さ
ん
と
家
族
が

集
ま
る
居
間
に
降
り
注
ぐ
、
晴
天
の

土
曜
日
。
日
の
光
よ
り
も
明
る
い
子

ど
も
た
ち
の
声
。
そ
し
て
家
族
の
笑

い
声
と
笑
顔
が
家
中
に
響
き
わ
た
り

ま
す
。

　

今
回
、
登
場
い
た
だ
く
も
う
ひ
と

家
族
は
、 
菅
野 
さ
ん
一
家
八
人
の
大

す
げ
の

家
族
で
す
。

　

主
人
の
三
郎
さ
ん
は
、
本
宮
町
出

身
で
、
縁
あ
っ
て
菅
野
家
に
婿
養
子

に
入
ら
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
お

父
さ
ん
。
奥
さ
ん
の
久
美
子
さ
ん

は
、
と
っ
て
も
明
る
く
、
ま
る
で
こ

の
日
の
太
陽
の
よ
う
に
家
族
を
照
ら

す
お
母
さ
ん
。

　

長
男
の
翔
太
く
ん
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
夢
中
の
和
田
小
学
校
六
年

生
。
長
女
の
理
沙
子
ち
ゃ
ん
は
、
心

優
し
く
、
面
倒
見
の
い
い
お
姉
さ
ん

で
、
和
田
小
学
校
の
四
年
生
。
末
っ

子
の
美
南
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
お

ま
せ
で
ダ
ン
ス
が
好
き
な
和
田
幼
稚

園
の
年
長
さ
ん
。

　

そ
し
て
、
父
の
敏
之
さ
ん
は
、
孫

思
い
の
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
母

の
花
子
さ
ん
と
祖
母
の
キ
ク
ノ
さ
ん

は
、
い
つ
も
家
族
を
心
配
し
、
孫
と

ひ
孫
へ
惜
し
み
な
い
愛
情
を
注
い
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
は
、
翔
太
中
心
に
家
族
が

ま
わ
っ
て
い
た
」
と
話
す
の
は
、
久

美
子
さ
ん
。
翔
太
く
ん
は
今
年
の
秋

ま
で
、
和
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で
優
勝
を

収
め
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
三
年
生
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
、
最
初
は
グ
ロ
ー
ブ
の
持

ち
方
も
知
ら
な
か
っ
た
の
が
、
そ
の

う
ち
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
野
球

好
き
の
敏
之
さ
ん
に
「
じ
い
ち
ゃ

ん
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
っ
ぺ
」
と

言
う
よ
う
に
な
り
、
以
前
は
家
の
下

で
二
人
で
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
た
そ
う
で
す
。

　
「
前
は
一
緒
に
や
っ
て
い
た
け
ど
、

年
を
取
っ
て
く
る
と
で
き
な
く
な

る
。
翔
太
は
、
夕
方
に
な
る
ま
で

や
っ
ぺ
っ
て
言
う
け
ど
、
夕
方
に
な

る
と
見
づ
ら
く
な
る
し
な
い
」
と
、

敏
之
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
二
人
で
練

習
し
て
い
た
当
時
の
光
景
を
思
い
出

し
、
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。
家

族
の
ひ
い
き
目
で
は
な
く
、
一
人
で

も
黙
々
と
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
今
年
は
八

月
頃
か
ら
成
績
を
残
し
、
家
族
の
皆

さ
ん
も
県
内
各
地
を
応
援
に
飛
び

回
っ
た
そ
う
で
す
。「
忙
し
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
楽
し
か
っ
た
」
と
花
子

さ
ん
。
両
親
の
お
二
人
に
う
か
が
う

と
、
翔
太
く
ん
は
、
負
け
ず
嫌
い

で
、
中
学
校
で
は
野
球
を
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
女
の
理
沙
子
ち
ゃ
ん
も
お
父
さ

ん
の
血
を
受
け
継
い
だ
ス
ポ
ー
ツ
好

き
の
女
の
子
。
学
校
の
授
業
も
体
育

が
好
き
で
、
和
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
先
週
の
十
二
月
九
日（
土
）と
十

日（
日
）に
行
わ
れ
た
二
本
松
市
と
南

達
三
町
村
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
参
加
し
た
安
達
地
方
交

流
大
会
で
は
、
ア
タ
ッ
カ
ー
と
セ
ッ

タ
ー
で
活
躍
し
、
Ｃ
ク
ラ
ス
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

末
っ
子
の
次
女
美
南
ち
ゃ
ん
は
、

ダ
ン
ス
が
好
き
で
絵
が
と
っ
て
も
上

手
。
大
手
菓
子
会
社
の
児
童
を
対
象

に
し
た
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
へ
向
け

て
、た
だ
今
練
習
中
で
す
。キ
ク
ノ
さ

ん
は
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ダ
ン
ス
見

せ
っ
か
ん
な
い
」
と
言
っ
て
は
踊
っ

て
く
れ
る
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

菅
野
家
の
長
男
翔
太
く
ん
は
、
何

十
年
ぶ
り
に
授
か
っ
た
男
の
子
。
久

美
子
さ
ん
は
、「
私
た
ち
以
上
に
両

親
（
敏
之
さ
ん
と
花
子
さ
ん
）
は
う

れ
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と

語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
南
ち
ゃ
ん
の
良
き
お
姉

さ
ん
で
、
面
倒
見
が
い
い
理
沙
子

ち
ゃ
ん
は
、「
た
だ
い
ま
っ
て
帰
る

と
、
い
つ
も
キ
ク
ノ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
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除
夜
の
鐘
の
音
と
と
も
に
白
沢
村

が
五
十
一
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

新
生
「
本
宮
市
」
が
誕
生
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
元
日
か
ら
は
長
年
慣

れ
親
し
ん
で
き
た
「
白
沢
村
」
の
家

族
か
ら
、
本
宮
町
と
「
本
宮
市
」
と

い
う
新
し
い
家
族
を
作
り
ま
す
。
今

ま
で
以
上
に
�
大
家
族
�
の
大
所
帯

と
な
り
、
意
見
の
相
違
や
考
え
方
の

違
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
生
活
環
境
の

違
い
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
本
宮
市

と
い
う
一
つ
屋
根
の
下
の
新
し
い
家

族
。
お
互
い
を
尊
重
し
、
歩
み
寄
り

な
が
ら
円
満
な
家
庭
（
市
）
を
築
き

あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
白
沢
村
の
皆
さ
ん
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
最
後

の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

純

　

火
災
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

の
放
送
を
は
じ
め
、
村
か
ら
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
放
送
し
て
い

る
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
時

間
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

�
朝
の
定
時
放
送

　

午
前
６
時　

分
か
ら

３０

　

午
前
６
時　

分
に
変
更

４５

�
昼
の
時
報

　

午
前　

時　

分
か
ら

１１

３０

　

正
午
に
変
更

防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　平成１８年度中学生人権作文コンテスト福島県大会で
白沢中学校３年の遠藤由加利さんが県奨励賞に、同３
年の鹿野なるみさんが協議会奨励賞を、さらに、同校
が感謝状を受賞しました。１２月１５日（金）に福島地方法務
局手賀務人権擁護課長が同校を訪れ、伝達式を行いま
した。遠藤さんの作品は、「中国と私達を結んだ『さと
し』」、鹿野さんは、「心のバリアフリー」という作品で
今回、見事受賞を果たしました。

白沢中学校が、県中学生
人権作文コンテストで受賞

　１１月２２日（水）に県文化センターで行われた、第２９回
福島県青少年健全育成推進大会の青少年育成市町村民
会議の部で、白沢村青少年育成村民会議（会長佐藤喜
英さん）が県民会議会長表彰を受賞しました。この受
賞は、各大字ごとに組織されている地域青少年育成会
の活動をはじめ、毎年開催されている白沢村青少年健
全育成推進大会など、活発で模範となる活動を行って
いることが評価され、今回の受賞となりました。

白沢村青少年育成村民会議が
県民会議会長表彰を受賞

▼参加した皆さん
　との記念撮影

�メッセージを読み
　上げるリッチンズ
　夫妻

　

白
沢
村
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
州
ア
フ
ト
ン
町
と
の

友
好
都
市
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
、
十
一
月
二
十
四
日

（
金
）に
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
来
年
一

月
の
本
宮
町
と
の
合
併
を
控
え
、

ア
フ
ト
ン
町
と
の
友
好
都
市
解
消

の
た
め
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
、
ア
フ
ト
ン
町
か
ら
友
好
都

市
締
結
の
橋
渡
し
を
し
た
リ
ッ
チ

ン
ズ
夫
妻
が
訪
れ
、
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
て
、
交
流

の
あ
っ
た
皆
さ
ん
と
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

ア
フ
ト
ン
町
と
白
沢
村
は
、
平

成
九
年
十
月
に
友
好
都
市
を
締
結

し
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
両
町
村
の
皆
さ
ん
が

互
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、

村
内
三
つ
の
小
学
校
の
児
童
が
ア

フ
ト
ン
小
学
校
の
児
童
と
ビ
デ
オ

や
絵
の
交
換
を
し
た
り
し
て
、
両

国
の
文
化
を
学
び
、
言
葉
の
違
い

を
越
え
て
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
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　平成１８年第４回白沢村議会定
例会は、１２月５日（火）から８日
（金）までの４日間の会期で開か
れました。
　今回の議会では、村営住宅条
例の一部を改正する条例制定や
在宅介護支援センター条例を廃
止する条例の制定、各会計補正
予算など議案１７件が審議されま
した。その結果、全て原案どお
り可決されました。その主な内
容を紹介します。
　なお、今回の議会定例会は、
白沢村最後の定例会となりまし
た。

　
 

条
例
制
定 

�
馬
場
村
営
住
宅
の
用
途
を
廃

止
す
る
た
め
の
条
例
改
正

　

白
沢
村
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

白
岩
字
馬
場
の
馬
場
村
営
住

宅
は
、
老
朽
化
に
よ
り
入
居
す

る
の
は
危
険
な
状
態
な
の
で
、

村
営
住
宅
と
し
て
の
用
途
を
廃

止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

廃
止
し
ま
し
た
。

�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
に
よ
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
廃
止

　

白
沢
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定

　

平
成
十
八
年
四
月
の
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
相

談
や
高
齢
者
の
総
合
窓
口
な
ど

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
果
た
す
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
た
め
、

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
 

補
正
予
算 

　

今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な

ど
を
補
正
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
と
も
六
千
百
三
十

九
万
六
千
円
を
追
加
し
、
四
十

二
億
七
千
六
十
五
万
六
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　

…
…
…
６
９
１
３
２
千
円

　

老
人
保
健
医
療
費
の
伸
び
に

よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
。

▼
白
沢
中
学
校
施
設
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費

…
…
…
…
４
２
４
３
千
円

　

白
沢
中
学
校
受
水
槽
揚
水
ポ

ン
プ
修
繕
、
受
水
槽
外
部
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、
高
架
水
槽
外
部

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
修
繕
費
、
校

門
扉
修
繕
費
な
ど
。

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
】

■
事
業
勘
定

　

歳
入
歳
出
と
も
二
千
六
百
五

万
九
千
円
を
追
加
し
、
七
億
六

千
八
百
二
十
万
二
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
事

務
事
業
…
…
１
２
８
８
１
千
円

　

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
療
養

給
付
費
の
増
額
。

■
直
営
診
療
施
設
勘
定

　
（
白
岩
診
療
所
）

　

予
算
の
総
額
は
変
わ
ら
ず
、

歳
出
科
目
ご
と
の
予
算
額
を
変

更
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事
費

の
増
額
、
予
備
費
の
減
額
で
す
。

【
老
人
保
健
】

　

歳
入
歳
出
と
も
九
千
八
百
二

十
三
万
二
千
円
を
追
加
し
、
九

億
二
千
百
十
八
万
円
と
し
ま
し

た
。
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
老
人
保
健
医
療
給
付
に
要
す

る
経
費
…
…
９
８
２
３
２
千
円

　

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
医
療

給
付
費
の
増
額
。

【
介
護
保
険
】

　

歳
入
歳
出
と
も
一
千
二
百
九

十
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、
四

億
四
千
二
百
六
十
九
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

に
要
す
る
経
費

…
…
…
１
２
１
８
万
円

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

者
増
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

額
。

【
水
道
事
業
】

　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
収
益

的
支
出
に
五
十
八
万
二
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

水
道
管
修
繕
費
の
増
額
で
す
。
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除
夜
の
鐘
の
音
と
と
も
に
白
沢
村

が
五
十
一
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

新
生
「
本
宮
市
」
が
誕
生
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
元
日
か
ら
は
長
年
慣

れ
親
し
ん
で
き
た
「
白
沢
村
」
の
家

族
か
ら
、
本
宮
町
と
「
本
宮
市
」
と

い
う
新
し
い
家
族
を
作
り
ま
す
。
今

ま
で
以
上
に
�
大
家
族
�
の
大
所
帯

と
な
り
、
意
見
の
相
違
や
考
え
方
の

違
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
生
活
環
境
の

違
い
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
本
宮
市

と
い
う
一
つ
屋
根
の
下
の
新
し
い
家

族
。
お
互
い
を
尊
重
し
、
歩
み
寄
り

な
が
ら
円
満
な
家
庭
（
市
）
を
築
き

あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
白
沢
村
の
皆
さ
ん
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
最
後

の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

純

　

火
災
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

の
放
送
を
は
じ
め
、
村
か
ら
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
放
送
し
て
い

る
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
時

間
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

�
朝
の
定
時
放
送

　

午
前
６
時　

分
か
ら

３０

　

午
前
６
時　

分
に
変
更

４５

�
昼
の
時
報

　

午
前　

時　

分
か
ら

１１

３０

　

正
午
に
変
更

防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　平成１８年度中学生人権作文コンテスト福島県大会で
白沢中学校３年の遠藤由加利さんが県奨励賞に、同３
年の鹿野なるみさんが協議会奨励賞を、さらに、同校
が感謝状を受賞しました。１２月１５日（金）に福島地方法務
局手賀務人権擁護課長が同校を訪れ、伝達式を行いま
した。遠藤さんの作品は、「中国と私達を結んだ『さと
し』」、鹿野さんは、「心のバリアフリー」という作品で
今回、見事受賞を果たしました。

白沢中学校が、県中学生
人権作文コンテストで受賞

　１１月２２日（水）に県文化センターで行われた、第２９回
福島県青少年健全育成推進大会の青少年育成市町村民
会議の部で、白沢村青少年育成村民会議（会長佐藤喜
英さん）が県民会議会長表彰を受賞しました。この受
賞は、各大字ごとに組織されている地域青少年育成会
の活動をはじめ、毎年開催されている白沢村青少年健
全育成推進大会など、活発で模範となる活動を行って
いることが評価され、今回の受賞となりました。

白沢村青少年育成村民会議が
県民会議会長表彰を受賞

▼参加した皆さん
　との記念撮影

�メッセージを読み
　上げるリッチンズ
　夫妻

　

白
沢
村
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
州
ア
フ
ト
ン
町
と
の

友
好
都
市
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
、
十
一
月
二
十
四
日

（
金
）に
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
来
年
一

月
の
本
宮
町
と
の
合
併
を
控
え
、

ア
フ
ト
ン
町
と
の
友
好
都
市
解
消

の
た
め
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
、
ア
フ
ト
ン
町
か
ら
友
好
都

市
締
結
の
橋
渡
し
を
し
た
リ
ッ
チ

ン
ズ
夫
妻
が
訪
れ
、
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
て
、
交
流

の
あ
っ
た
皆
さ
ん
と
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

ア
フ
ト
ン
町
と
白
沢
村
は
、
平

成
九
年
十
月
に
友
好
都
市
を
締
結

し
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
両
町
村
の
皆
さ
ん
が

互
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、

村
内
三
つ
の
小
学
校
の
児
童
が
ア

フ
ト
ン
小
学
校
の
児
童
と
ビ
デ
オ

や
絵
の
交
換
を
し
た
り
し
て
、
両

国
の
文
化
を
学
び
、
言
葉
の
違
い

を
越
え
て
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
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　平成１８年第４回白沢村議会定
例会は、１２月５日（火）から８日
（金）までの４日間の会期で開か
れました。
　今回の議会では、村営住宅条
例の一部を改正する条例制定や
在宅介護支援センター条例を廃
止する条例の制定、各会計補正
予算など議案１７件が審議されま
した。その結果、全て原案どお
り可決されました。その主な内
容を紹介します。
　なお、今回の議会定例会は、
白沢村最後の定例会となりまし
た。

　
 

条
例
制
定 

�
馬
場
村
営
住
宅
の
用
途
を
廃

止
す
る
た
め
の
条
例
改
正

　

白
沢
村
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

白
岩
字
馬
場
の
馬
場
村
営
住

宅
は
、
老
朽
化
に
よ
り
入
居
す

る
の
は
危
険
な
状
態
な
の
で
、

村
営
住
宅
と
し
て
の
用
途
を
廃

止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

廃
止
し
ま
し
た
。

�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
に
よ
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
廃
止

　

白
沢
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定

　

平
成
十
八
年
四
月
の
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
相

談
や
高
齢
者
の
総
合
窓
口
な
ど

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
果
た
す
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
た
め
、

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
 

補
正
予
算 

　

今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な

ど
を
補
正
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
と
も
六
千
百
三
十

九
万
六
千
円
を
追
加
し
、
四
十

二
億
七
千
六
十
五
万
六
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　

…
…
…
６
９
１
３
２
千
円

　

老
人
保
健
医
療
費
の
伸
び
に

よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
。

▼
白
沢
中
学
校
施
設
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費

…
…
…
…
４
２
４
３
千
円

　

白
沢
中
学
校
受
水
槽
揚
水
ポ

ン
プ
修
繕
、
受
水
槽
外
部
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、
高
架
水
槽
外
部

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
修
繕
費
、
校

門
扉
修
繕
費
な
ど
。

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
】

■
事
業
勘
定

　

歳
入
歳
出
と
も
二
千
六
百
五

万
九
千
円
を
追
加
し
、
七
億
六

千
八
百
二
十
万
二
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
事

務
事
業
…
…
１
２
８
８
１
千
円

　

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
療
養

給
付
費
の
増
額
。

■
直
営
診
療
施
設
勘
定

　
（
白
岩
診
療
所
）

　

予
算
の
総
額
は
変
わ
ら
ず
、

歳
出
科
目
ご
と
の
予
算
額
を
変

更
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事
費

の
増
額
、
予
備
費
の
減
額
で
す
。

【
老
人
保
健
】

　

歳
入
歳
出
と
も
九
千
八
百
二

十
三
万
二
千
円
を
追
加
し
、
九

億
二
千
百
十
八
万
円
と
し
ま
し

た
。
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
老
人
保
健
医
療
給
付
に
要
す

る
経
費
…
…
９
８
２
３
２
千
円

　

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
医
療

給
付
費
の
増
額
。

【
介
護
保
険
】

　

歳
入
歳
出
と
も
一
千
二
百
九

十
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、
四

億
四
千
二
百
六
十
九
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

に
要
す
る
経
費

…
…
…
１
２
１
８
万
円

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

者
増
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

額
。

【
水
道
事
業
】

　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
収
益

的
支
出
に
五
十
八
万
二
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

水
道
管
修
繕
費
の
増
額
で
す
。
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